
ミッション

尾道市立因北小学校

改善計画

7月 1月

・児童は少しでも「おもしろい」と
感じると，そこから興味をもって主
体的に学ぶ意欲が湧くと思う。授業
の中におもしろく感じる工夫をして
もらいたい。
・自己評価の課題に「生活に生かす
授業」を行うとあるが，良い課題で
あると思う。

○

○

・思考力・判断力・表現力に
課題がある。
・授業で学習したことが生活
に生かせていないという児童
の思いがある。
→学習したことが生かせる場
を授業の中で設定することが
十分にできていない。

・自分の考えを積極的に伝え
ること，相手にわかりやすく
伝える工夫をすることなど，
児童が表現することに苦手意
識をもっている。
・生活や学習の中で，既習事
項をもとに自分の考えを深め
たり広げたりしていると考え
る児童が少ない。
→教員が，授業で学んだこと
を生活に生かす授業づくりが
できていない。

・「何のためにするのか」を考
えさせたり，担任から児童の実
態に応じた言葉で伝える。
→先生の前だけ，学校だけです
るのではなく，手を離れた状態
（学級を出たとき，地域に出た
ときなど）でもできる子供にす
る。
・教職員がすべてにおいてモデ
ルとなる。
・教職員が毅然とした統一的な
指導を行う。全員が徹底指導を
する。
・各部の取組を充実させるとと
もに，児童会や各委員会の取組
を充実させる。
・６年生を中心に，児童が学校
の課題を把握し，それを克服す
るために，何ができるか考えて
できるように教職員が裏でしっ
かりと動く。

○挨拶や掃除など，学校は取組を進
めており，校内での成果も出てい
る。
○大きな声で挨拶や返事をしてくれ
る子もいる。
○先生方は，子供達をほめながらが
んばっている。
▲地域での挨拶が全然できていな
い。
▲ただ大きな声で挨拶をするのでは
なく，その場に合った挨拶，「笑顔
で」「明るい」挨拶をすることが大
事である。
→先生方が「笑顔で」「明るく」挨
拶をすることができればよい。
▲掃除についても，校内環境が十分
にできていないことろがある。
▲子供をほめることは大事である
が，ほめられないとできない，ほめ
られるためにするというようになる
といけない。

・「授業で力をつける」をキー
ワードに，授業改善を進める。
・毎週金曜日に実施している学
力補充の時間の進め方を工夫す
る。
→課題を分析する。
→学習意欲を高める声掛けを
し，下校後や土日にもやろうと
する学習の流れをつくる。
→校内体制で複数指導ができる
ようにする。

・単元の導入の工夫，授業の導
入の工夫を行い，児童が課題意
識をもつ学習課題を設定する。
・課題意識を持ち，それを解決
するために，友達と協働する場
面を効果的に設定する。
・児童自ら学習のまとめが書け
るような授業を行う。
・学習内容が生活につながるこ
とを意識した学習場面を設定す
る。
・総合的な学習の時間に，各教
科で学んだことが生かされる場
面を設定する。

○学校で補習をしてくれるのはあり
がたい。
▲学習量が少ないように思う。
▲個人個人の課題は異なる。どの時
点でつまずいたのかを分析して，ど
ういう方法が良いのかを考えて指導
してもらいたい。

83% 92 Ｂ

・する子はしっかりとしてい
るが，しない子はしないとい
う実態があり，全員にやらせ
きれていない教員の指導実態
がある。
・自分に自信がない児童が多
い。
・教員の日常生活の中での指
導は充実してきているが，授
業の中で力をつけるという意
識が弱い。
・児童が声を出さなければな
らない場面，話したいと思え
る場面を教員が十分に設定で
きていない。
・児童は，挨拶や返事ができ
ていても，ただ単に大きな声
を出すだけという実態があ
る。
→相手意識が弱いことが課題
であるといえる。

71.8
％

79.8 Ｃ

　他人の意見
をよく聞き，
自分の考えを
持ち，それを
自分の言葉で
伝えることが
できる児童を
育てる。

　主体的に学
び続ける児童
を育てる。

　はっきりと聞こ
える声で挨拶や返
事をすることがで
きる児童を育て
る。

「課題発見・解決
学習」の充実によ
り，課題意識を
もってすすんで学
び合う児童を育て
る。

　健康観察，テスト
の返却，挙手・指名
時にはっきりと返事
ができるまで繰り返
し指導する。

　挨拶名人の取組の
時期や期間，方法を
工夫しする。

　教職員による挨拶
運動を質的に充実さ
せる。

　本時の目標に対応
したまとめを自分の
言葉でノートに書け
るように指導する。

　授業の終盤に「振
り返り」を毎時間行
う。

「はっきりと聞
こえる声で挨拶
や返事をするこ
とができてい
る」児童全員の
自己評価が向上
する。

　標準学力調査
（国語，算数）
で，学級の平均
正答率を県の平
均正答率以上に
する。

90%

20項
目
／

22項
目

（２
教科
×１
１学
級）

「学びの変革」
児童質問紙調査
で，主体的な学
びに関する質問
に対し，児童全
員の自己評価が
向上する。

90%
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自他を尊重し　主体的に学び続ける子どもの育成～ 社会に出て通じる力を，これからの社会に必要とされる力を ～
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【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。
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a 　ビジョン

（１）将来に向けて，夢と志をもてる児童を育てる。そのために，基礎的な学力・体力・道徳性を身
に付けさせる。
（２）児童の自尊感情を高め，自分も人も認めることができる人間に育てる。
（３）保護者・地域から信頼される学校になる。
（４）教職員の総力を挙げた組織的で機能的な教育活動の推進を図る。

　道徳性の育成を基盤としたカリキュラム・マネジメ
ントの充実

様式1


